














Rolls of Sex Steroid Hormones in Sex Determination 




















































ZW 型の性決定様式を持ち合わせているという特徴である(Nishioka et al, 1993)。
また、性ステロイドホルモンに対して感受性を示し、アンドロゲンによって雌か
ら雄(Sakamoto et al, 2016)、エストロゲンによって雄から雌への性転換を引き起












にすることを目的として、第 2 章、第 3 章にて ZW 型ツチガエルの性ステロイド
ホルモンに対する感受性について調べ、第 4 章、第 5 章にて ZW 型ツチガエルの










間や系統間で異なることが報告されている(Kobayashi et al, 2019)。また、カエ
ルをはじめとする両生類においても性ステロイドホルモンに対する感受性は種特




































は Androgen Receptor (AR)遺伝子が性決定遺伝子候補として報告されている
(Yokoyama et al, 2009)。そこで雌個体への AR 遺伝子の人為的導入を行うと、雌
個体の生殖腺では不完全な生殖腺の雄化が観察された(Fujii et al, 2014)。ここで
起きた不完全な生殖腺の雄化は雌個体における Androgen 量の不足に起因すると
考えられる。そこで本章では Androgen 及び AR が ZW 型ツチガエルの性決定因
子であるかを調べることを目的として以下の実験を行った。 
(ii)実験方法(各数字は以下の実験結果に対応する) 
(1) AR 遺伝子人為的導入個体への低濃度 T 処理 
(2) AR 遺伝子ノックダウン個体への高濃度 T 処理 
(3) エストロゲン合成酵素(アロマターゼ)ノックダウン個体への E2 処理 
(iii)実験結果 













なった T が雄個体内に蓄積し、E2 に対する抵抗性が高まった結果と考えられる。 
第 6 章 総括 
第 2 章及び第 3 章では、T による雄化性転換と E2 による雌化性転換では生殖腺
内部構造の性転換の進行が真逆であるという結果を得た。この結果は、生殖腺に
おける生殖細胞の配列に起因すると考えられる。 
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